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１ 会社概要 

（１）主な事業内容

ア 市内の上下水道事業（浄水場の運転監視や浄化センターの中央操作など）

イ 水道事業の広域化事業（宗像地区事務組合の水道事業を一部受託）

ウ 上下水道の海外水ビジネス事業（国際技術協力や水ビジネス）

（２）株式の状況

ア 資本金額：    １００，０００ 千円

イ 発行済株式総数：  １０，０００ 株

ウ 株主数：           ７ 名

エ 本市の出資額：   ５４，０００ 千円 （出資比率：５４％）

（３）従業員数       ２４８ 人 （平成３１年４月１日現在）

２ 平成３０年度事業報告 

当社の中核事業である市内の浄水場や浄化センターの運転管理等業務などの市からの

受託事業を着実に履行するとともに、広域連携事業にかかる宗像地区水道施設維持管理

等業務についても順調に履行した。

また、海外事業においては、ＪＩＣＡ事業等に取り組み、ベトナム等で事業を展開した。

経営面では、昨年度に引き続き純利益を確保することができた。

（１）受託事業

ア 水道・下水道・河川に係る施設等の維持管理等業務

（ア）水道に係る受託業務

・ 給水装置工事審査・検査補助等業務

・ 井手浦浄水場運転監視等業務（道原浄水場の整備業務を含む）

・ 排水処理施設運転整備等業務

（イ）下水道・河川に係る受託業務

・ 浄化センター中央操作等業務（水質検査補助業務を含む）

・ 新町・北湊浄化センター等運転整備等業務（浄化センター薬品選定等業務を含む）

・ 排水設備工事審査補助等業務

・ 竹馬川・貫川防潮水門監視業務

イ 広域連携に係る受託業務（宗像地区水道施設維持管理等業務）

ウ 北九州市海外水ビジネス推進協議会事務局業務
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（２）自主事業

ア 海外事業

（ア）海外水ビジネス事業

・ ＪＩＣＡ中小企業海外展開支援事業「上向流式生物接触ろ過を活用した浄水処理

の普及・実証事業」における水質分析関連業務

・ パプアニューギニア独立国Ｊｏｙｃｅ Ｂａｙ下水処理場運転指導業務

・ ＩＷＡ世界会議・展示会参加

・ ベトウォーター出展

（イ）国際協力事業

・ ＫＩＴＡ「水環境行政」コース研修実施

・ ＫＩＴＡ「下水道システム維持管理」コース研修実施

・ ＪＩＣＡ草の根技術協力「ベトナム国ハイフォン市下水処理場運転指導」

イ 水道・下水道事業に係る公有地活用事業

ウ 福岡県下水道排水設備工事責任技術者試験事務等補助業務

３ 平成３０年度財務状況 

売上高    １，８４２，２９６千円

当期純利益     ２３，０１１千円
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４ 決算要旨 

損 益 計 算 書

自  平成３０年 ４月 １日

至  平成３１年 ３月３１日

                                 (単位：千円)

科   目 金   額

売上高 1,842,296

売上原価 1,628,339

売上総利益 213,957

販売費及び一般管理費 207,030

営業利益 6,927

営業外収益 35,514

営業外費用 2

経常利益 42,439

特別損失 780

税引前当期純利益 41,659

 法人税、住民税及び事業税 18,648

 当期純利益 23,011 

貸 借 対 照 表

平成３１年 ３月３１日現在

                                 (単位：千円)

資 産 の 部 負 債 の 部 

流動資産 421,889 流動負債 230,434

固定資産 42,405 固定負債 15,898

有形固定資産 22,618 負 債 合 計 246,332

無形固定資産 4,922 純 資 産 の 部 

投資その他資産 14,865 株主資本 217,962

資本金 100,000

利益剰余金 117,962

純資産合計 217,962

資 産 合 計 464,294 負債・純資産合計 464,294 


